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00]方向でlong rangeであるのに対し､ [100コからずれると減衰し､ 【111コ方
向ではほとんど働かないという異方性を持つ｡相互作用がlong rangeであるという結果は
実験からの結果と一致する｡また距離依存性については､GdB6の場合の交換相互作用の結合定数
の計算によって､振動型である事がわかった｡この様な方向･距離依存性は､バンド嫌造を反映した
ものである｡
Doubletとquartetとでの異方性についてみると､quartet間でdouble
t問に比べて1けた大きな相互作用が働く｡これは実験からの結果と一致する｡doub1eI-q
uartetのmixing typeの相互作用もquartet間の相互作用ほど大きくはない
が､効果を持つ｡
f-f相互作用の形を調べる為に､d-f相互作用の等方的交換相互作用､異方的交換相互作用､
クーロン多重極相互作用の各々の2次過程も計算してみた｡その結果､等方的交換相互作用に比べ異
方的交換相互作用の方が数倍の大きさを持つことが判かった｡其方的交換相互作用によってquar
ietのantife∫ro的状態 (resonance state)が基底状態となる｡クーロ
ン多重極相互作用は異方的交換相互作用よりも大きく､これによってはqua∫tetの結合状態
(モーメントの方向については縮退)が基底状態となる｡全体の相互作用の基底状態としては､qu
artetのferro的状態となるが､これはバンドの異方性を反映したものである｡
以上､CeI36のf-f相互作用の性質として､doubletとquartetとの異方性､1
ong rangeである事は5dバンドを用いた計算によって示す事ができた｡従ってquart
et 1evelのbroa°ening･も定性的には説明できる｡しかし､相互作用の符号等実験
とは相反する点もあり､今後d-f mixingによるf-f相互作用と併せて解析する必要があ
る｡
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